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associated fibroblast, CAF)は標的臓器の微小環境を構築し、癌の浸潤や転移に関与す 



























別紙様式3の2 (課程博士 •論文博士共用） ,
___________________________ ___________(続紙）
全生存期間に有意差を認めなかった p=0.143、生存期間中央値：18.2ヶ月vs 33.3ヶ 
月）。しかしVimentin単独発現の高発現群 n=22)は低発現群 n=45)と比較して有 
意に予後不良であった p=0.014、生存期間中央値：15ヶ月vs33ヶ月）。一方、aSMA 
単独発現については、高発現群 n=34)は低発現群 n=33)と比較して予後良好な傾 
向を認めた p=0.065、生存期間中央値：33ヶ月vs 15.2ヶ月）。単変量解析でVimentin 
単独発現高発現群 p=0.014)、年齢65歳以上(p-0.019),腫瘍サイズ20mm以上 
(p=0.037)、神経侵襲陽性症例(p=0.027で有意に予後不良であり、Cox回帰分析に 
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学位論文審査の結果の要旨
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(学位論文審査の結果の要旨）※明朝体1 1 ポイント、 6 0 0 字以内で作成のこと
膊癌は癌周囲間質に著明な線維化が生じる。その割合は 80%以上といわれており、膝癌
の進展や転移機序の理解において癌周囲間質における線維化の役割は重要と考えられる。
癌周囲間質の線維化には、癌関連線維芽細胞 (Cancer associated fibroblasts, CAFs)な
どの間葉系細胞が関与するとされている。本研究では、CAFsの膳癌に対する臨床的意義に 
ついて、間葉系細胞のマ'— 力1一であるa -smooth・scle actin ( a SMA）および Vimentin
を用いて検討を行い、以下の点を明らかにした。
1) 脖癌間質において、 a S M AとVimentinの発現割合に相関性はないが、二重蛍光免
疫染色で共発現しているCAFs、a SMA単独発現しているCAFs、Vimentin単独発現
しているCAFsをそれぞれ認めた。
2 ） aSM A陽性 CAFs、Vimentin陽性 CAFsでそれぞれ生存転帰が異なっていた。
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